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【研究の目的】 
 平成 25 年 12 月，「和食；日本人の伝統的な食文化」（以下，「和食」）がユネスコの
無形文化遺産に登録された。そこで，「和食」，すなわち日本の食文化を保護・継承する
ための小・中学校家庭科教材を開発するのが本研究の目的である。 
 小・中学校の旧学習指導要領（平成 20 年３月告示）は，平成 25 年以前に改訂され
たものである 1)2)。当然，「和食」についての掲載はないため，その保護・継承を明確な
目的として教材開発が行われたという例は，これまでにほとんどないものと思われる。 
























   


































１．日本教育新聞（平成 28 年 10 月 17 日）「サメ×みそで地元の食文化を学ぶ」 
 
 
２．地域教育往来（平成 28 年 10 月 31 日）「上越のみそで『みそまる作り体験』」 
 
  
３．朝日新聞（平成 29 年２月 17 日）「『上越の食』留学生が挑戦」 
 
 （当日の案内）  
４．第 19 回アジア地区家政学会大会（平成 29 年８月６～10 日）「Development of 
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